
看護実践能力

フィジカルアセスメントの基本 緊急時対応　緊急性の判断と報告 ヘルスアセスメント統合 看護過程　看護診断Ⅲ　 臨床倫理 臨床倫理

バイタルサインの測定 脳卒中看護 フィジカルアセスメントとケア　呼吸器編 終末期看護　意志決定支援 意志決定支援 医療安全Ⅴ

栄養科 やさしい心電図の読み方 フィジカルアセスメントとケア　循環器編 倫理Ⅳ 医療安全Ⅴ

経管栄養法 画像診断 フィジカルアセスメントとケア　腹部編 地域看護　

膀胱留置カテーテルと導尿 認知症看護 緊急性の判断と報告 脳卒中看護

酸素投与・吸引法 入退院支援における入退院支援部門の役割 医療安全Ⅲ　コミュニケーション ヘルスアセスメント統合

移乗・ポジショニング 検査データ 看護過程　看護診断Ⅱ 医療安全Ⅳ

ベッドメイキング 看護過程-看護記録　アセスメント 臨床推論Ⅱ 臨床推論Ⅲ

感染 看護過程　-　評価・修正 認知症看護 自身・意欲・行動Ⅲ

褥瘡管理　スキンケア　評価 感染Ⅱ 倫理Ⅲ 認知症看護

おむつ研修 倫理Ⅱ 終末期看護　終末期ケアと看取り 現場に活かすフィジカルアセスメント　

与薬法 がん薬物療法看護Ⅱ 脳卒中看護 看護理論

注射法 災害看護-心構え 自身・意欲・行動Ⅱ 院内留学

コミュニケーション①② 医療安全SVAR 院内留学

看護記録方法の基本 シュミレーション研修

実践に活かす看護記録 臨床推論Ⅰ

嚥下・口腔ケア 急変時対応

認知症看護①② 多職種チームと情報共有

倫理Ⅰ 自身・意欲・行動Ⅰ

がん薬物療法看護Ⅰ 新人看護師とのリフレクション

医療安全Ⅰ フィジカルアセスメントの基本　循環器編

検体の取り扱い フィジカルアセスメントの基本　呼吸器編

心電図 シュミレーション研修

輸液管理ポンプ・シリンジ 院内留学

血液製剤・麻薬・劇薬・ポンプを使用する薬剤の

投与方法と管理

夜勤業務と死後のケア

入院の取り方

緊急時対応　除細動・気管内挿管・人工呼吸器の管理

がん薬物療法看護Ⅰ

病棟研修

一次救命処置

シュミレーション研修

フォローアップ①②

フィジカルアセスメント入門　脳神経編

院内留学

地域貢献と社会人基礎力

電子カルテシステム コミュニケーション研修 災害看護（基礎編） 災害看護（実務編） 災害看護　管理編 災害看護　管理編

新人看護職員研修　院外 プリセプター研修 コミュニケーション研修 コミュニケーション研修（クレーム対応）

接遇・身だしなみについて 入退院支援（病棟看護師の役割） 地域看護（退院支援の実際）

地域看護　訪問看護師の役割 地域看護-訪問看護師の実際

自己教育・研究能力

リフレッシュ研修①②（野外研修） 基礎から学ぶ看護研究 目標管理Ⅱ セルフメンテナンス ファーストレベル研修 リフレッシュ研修

メンタルヘルス 看護研究-実践 看護研究-論文の作成と抄録発表 セルフメンテナンス 認定看護師教育課程

外来・他科受診 看護研究-クリティーク 新任看護師長管理者研修

セルフメンテナンス

組織的役割遂行能力

看護補助体制充実加算 　　　防災 リーダーシップ リーダー研修 チームマネジメントの基本 管理者研修

看護補助業務 アサーションとチームワークの促進 医療職のためのファシリテーション 看護チーム組織の分析 医療安全-データー活用

病院機能について 実地指導者研修 リーダーシップ

職業人としての心構え 病院内多職種と病院外組織

医療安全概論

看護必要度

情報セキュリティ

スペシャリスト・ジェネラリストナース

新人 ラダーⅠ ラダーⅡ ラダーⅢ ラダーⅣ ラダーⅤ

見習いナース 初級ナース 独り立ちナース リーダーナース モデルナース

組織人として自己役割を認識し、患

者の複雑なニーズに対応するため

コーディネーターとしての役割を発揮

する

スタッフが個々の力を発揮し、いきい

きと働けるよう場をマネジメントするこ

【目指す看護師像】 【目指す看護師像】 【目指す看護師像】【目指す看護師像】 【目指す看護師像】 【目指す看護師像】

助言を受けて基本的な看護実践ができる

助言を受けて優先順位を考えた行動ができる

看護観を深めるため自己研鑽できる

自律的に日常業務を遂行することができる

研究的視点を持ち、根拠を持って看護実践するこ

とができる

臨床での倫理的問題に気づくことができる

新人看護師の看護実践力が高められるよう指導

する力を持つことができる

リーダーシップを発揮し自ら判断し職務を遂行す

ることができる

問題解決能力を高め、問題に気づき改善すること

ができる

看護チームとして多職種と連携し協働・発信する

力を高めることができる

看護実践の役割モデルとなれる

予測的に看護が実践できる

多角的視点で物事を考えることがで

きる


